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東 南 ア ジ ア の 熱 帯 低 地 林 に 対 す る 焼 畑 ・ な ど の 土 地 利 用 が 、 そ こ に 生 息 す る 蝶 類 の 多 様
性 に ど の よ う な 影 響 を 与 え る の か を 明 ら か に す る た め に 、 ボ ル ネ オ 島 マ レ ー シ ア 国 サ ラ ワ
ク 州 、|ラ ン ビ 、ル 国 立 公 圏 内 の フ タ バ ガ キ 混 交 自 然 林 と 、 そ の 外 側 に 拡 が る 畑 作 地 ・ 荒 地 の 中
に 散 在 し て い る 、 伐 採 後 の 経 過 年 数 と 利 用 形 態 の 異 な る 6 種 類 の 孤 立 林 ( 残 存 自 然 林 ( I p ) 、
老 齢 林 ( 伐 採 後 2 0・ 6 0 年 経 過 ， 0 8 ) 、 若 齢 林 ( 伐 採 後 5-10 年 経 過 ， F8) 、 ゴ ム 栽 植 林 (RF)、
焼 畑 休 閑 林 ( 伐 採 後 5 年 ， N 8 ) 、 焼 畑 直 後 萌 芽 林 ( 伐 採 後 1 年， C F ) 、 お よ び 公 圏 内 の 自 然 林
(Cp) に 、 合 計 約 3 0 箇 所 の 調 査 プ ロ ッ ト を 設 け て 、 プ ロ ッ ト 内 の 蝶 類 相 を 調 査 し て 比 較 し た 。
各 プ ロ ッ ト に お い て 、 晴 れ た 日 の 午 前 中 に 、 約 3 0 分 か け て 長 さ 1 0 0 m の 直 線 ト ラ ン セ ク ト
を 2 往 復 す る と と も に 、 各 2 ヶ 所 の 林 冠 ギ ャ ッ プ と 林 縁 部 で 合 計 約 4 0 分 費 や し て 、 発 見 し
た 蝶 類 す べ て を 採 集 す る か 、 目 視 に よ る 種 の 確 認 を お こ な っ た 。
そ の 結 果 、 以 下 の こ と が 明 ら か に な っ た 。 蝶 類 の 出 現 種 数 は 、 自 然 林 で も っ と も 多 く 、
残 存 自 然 林 で 、次 に 多 か っ た 。 伐 採 後 の 経 過 年 数 の 短 い 林 ほ ど 出 現 種 数 は 少 な く な り 、 森 林
タ イ プ 聞 の 出 現 種 数 の 違 い は 有 意 な 差 で 、あ っ た 。 ご く 一 部 の 、 開 放 的 な 環 境 や 人 為 的 撹 乱
の 影 響 の 強 い 環 境 を 好 む と 考 え ら れ る 種 類 (Papilio d e m o r e u s，  Catopsilia 属 の 3 種
Catopsilia p o m o n a，  E l y m n i a s  h y p e r m n e s t r a，  Yp t h i m a  pandocus) が 、 伐 採 後 の 経 過 年 数
の よ り 短 い 場 所 で 出 現 頻 度 が 有 意 に 高 く な っ た こ と を 除 け ば 、 ほ ぼ す べ て の 種 類 に お い て 、
国 立 公 圏 内 の 自 然 林 も し く は 国 立 公 圏 内 に 隣 接 す る 残 存 自 然 林 で の 出 現 頻 度 、 個 体 数 が 著
し く 多 か っ た 。 ま た 、 森 林 の 回 復 過 程 に あ る 二 次 林 環 境 に 特 有 な 蝶 類 は ほ と ん ど 認 め ら れ
な か っ た 。
以 上 の こ と か ら 、 熱 帯 林 へ の 人 為 的 な 擾 乱 は 、 蝶 類 の 多 様 性 を 著 し く 減 ら す と と も に 、
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